
同 志 社 大 学 大 学 院 社 会 学 研 究 科 

                                                      

2026年度 秋期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙１枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

 

                                                         
 
［Ⅰ］下記の英文の下線部（1）（2）を日本語に訳しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典： Lareau, A.（2011）Unequal Childhoods: Class, Race, and Family Life, with an Update a Decade Later, 

University of California Press, pp.4-5. 

 

 

※ 

 
 

 
 
 
 
 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 



同 志 社 大 学 大 学 院 社 会 学 研 究 科 

                                                      

2026年度 秋期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 １ 枚に解答すること。 

試験科目 

英  語 

受験番号 

 

氏名 

                                                         
 
［Ⅱ］本文の趣旨をふまえながら、下線部（１）（２）を日本語に訳しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊出典：Langeveld, M. J., (2021) "Secret Place" in the Life of the Child, Classic Writings for a Phenomenology of Practice. 
 
 

※ 

 
 

 
 
 
 
 
 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 



同志 社 大学 大 学院 社会 学 研究 科 

                                                      

2026年度 秋期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№１ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 １ 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］ 

現在 DEI（Diversity, Equity, Inclusion）に関する問題が世界では後退あるいは推進という視点で 

議論され、実際に政策に反映されている。日本における DEI の現状について、大学あるいは労働市場という場にお

ける実態あるいは具体的事例を挙げながら教育文化の視点から論じなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 



同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2026年度 秋期実施 

課程：前期  

専攻：教育文化学 

№２ 

入 学 試 験 問 題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

☑ 別紙の解答用紙 １ 枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

［Ⅱ］以下の 8 の用語の中から５つを選択し、その内容について、別紙に各 200 字以内で説明  

しなさい。なお、選択した用語の番号を必ず解答欄の最初に記入すること。  

 

１． 文化剥奪論  

２． マインドフルネス  

３． 教学マネジメント 

４． モンテーニュの教育論 

５． 臨床知  

６． 津田梅子 

７． 文化帝国主義  

８．ゲーミフィケーション  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 


